





























































































































































































































































































田等、Abildskov 等、Spack 等、Flower 等、De Ambroggi、Taccardi 等のグループが、
心表面と体表面の電位図の実験的比較、心筋梗塞、ASD、WPW、右脚ブロック等








２年には Taccardi 等のグループが anisotropy による興奮伝播を問題にした。さらに
岩等、Benson 等は外科的に同定したＫｅｎｔ位置を推定するＢＳＰＭ所見を示し
ている。この間、心筋梗塞および ST-T QRST area の単一双極子性等、臨床的問題が
更に検討されている。また岡本等は multiple dipole の解析による方法で residue の概
念を出した。
１９８２年に東京で開催された International syrnposium on body surface potential
mapping の Proceeding が１９８３年に発行され、forward inverse problem の解、心モデ
ル、臨床的 BSPM の諸見が発表された。１９８５年まで心筋梗塞では領域、位置の
























































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































各々のスポット電極５Ａ、５Ｂ、５Ｃ、５Ｄの心電位を順番にＶ a、Ｖ b、Ｖ c、
Ｖ d とし、各々のスポット電極５Ａ、５Ｂ、５Ｃ、５Ｄから特定位置であるＰ点ま
での距離をＳ a、Ｓ b、Ｓ c、Ｓ d として、特定位置の心電位Ｖ p は以下の式(1)で
演算される。




a，Ｙ a）、特定位置であるＰ点のｘ軸とｙ軸における位置を（Ｘ p，Ｙ p）として
いる。
Ｓ a ＝［（Ｘ p －Ｘ a） 2 ＋（Ｙ p －Ｙ a） 2］ 1/2 …(2)
周囲のスポット電極５Ｂ、５Ｃ、５Ｄから特定位置までの距離Ｓ b、Ｓ c、Ｓ d
も同様にして演算される。
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